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衆
議
院
議
員
井
坂
信
彦
君
提
出
「
車
中
泊
」
を
前
提
と
し
た
防
災
計
画
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、
災
害
発
生
時
に
は
、
自
動
車
内
で
は
な
く
、
市
町
村
が
あ
ら
か
じ
め
指
定
し
た
避
難
所
に
滞
在
す
る
こ

と
が
原
則
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
が
、
災
害
時
に
自
動
車
内
に
避
難
し
た
者
（
以
下
「
車
中
避
難
者
」
と
い
う
。
）
の
よ
う

に
や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り
避
難
所
に
滞
在
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
被
災
者
に
対
し
て
も
、
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う

努
め
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

二
に
つ
い
て

災
害
対
策
基
本
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
二
百
二
十
三
号
）
に
お
い
て
は
、
車
中
避
難
者
に
相
当
す
る
者
に
係
る
措
置

を
直
接
的
に
規
定
し
て
は
い
な
い
が
、
車
中
避
難
者
は
同
法
第
八
十
六
条
の
七
の
「
や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り
避
難
所
に

滞
在
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
被
災
者
」
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
り
、
同
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
法
第
五
十
一
条
第
一
項
に

規
定
す
る
災
害
応
急
対
策
責
任
者
は
、
車
中
避
難
者
も
含
め
た
被
災
者
に
対
し
て
、
必
要
な
生
活
関
連
物
資
の
配
布
、
保
健

医
療
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
情
報
の
提
供
そ
の
他
こ
れ
ら
の
者
の
生
活
環
境
の
整
備
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

一



三
に
つ
い
て

「
防
災
基
本
計
画
」
（
平
成
二
十
八
年
五
月
三
十
一
日
中
央
防
災
会
議
決
定
）
に
お
い
て
は
、
車
中
避
難
者
に
相
当
す
る

者
に
係
る
措
置
を
直
接
的
に
明
記
し
て
は
い
な
い
が
、
車
中
避
難
者
は
同
計
画
の
「
や
む
を
得
ず
避
難
所
に
滞
在
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
被
災
者
」
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
り
、
車
中
避
難
者
も
含
め
て
、
同
計
画
に
お
い
て
、
「
市
町
村
（
都
道
府
県
）

は
、
や
む
を
得
ず
避
難
所
に
滞
在
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
被
災
者
に
対
し
て
も
、
食
料
等
必
要
な
物
資
の
配
布
、
保
健
師
等

に
よ
る
巡
回
健
康
相
談
の
実
施
等
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
正
確
な
情
報
の
伝
達
等
に
よ
り
、
生
活
環
境
の
確
保
が
図

ら
れ
る
よ
う
努
め
る
こ
と
と
す
る
」
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

二


